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魅力ある新中学校開校を教育長と語る会（勝山北部中学校） 記録要旨

〇と き：令和５年５月１２日（金）１２時４０分～１３時１０分

〇ところ：勝山北部中学校校長室

〇出席者：無担任６名

１．意見交換（無担任６名）

無担１ ・いい学校にしましょう。

無担２ ・県外勤務での経験が生かせるといい。

無担３ ・職員室と事務室は別室ではなく同じ場所がいい。

無担４ ・保健室はグラウンドから入れるようにするといい。ジオで怪我をするとどう

なるのか。

無担５ ・すごしやすい、動きやすい、子ども達に目が届くといい。（把握できるよう

に）

無担６ ・保健室は温水が出る設備があるといい。コロナもおさまったのでベッドは

１、２台は収納できるものがいい。

無担７ ・廊下が広く使えて教科の部屋があるといい。展示物や参考資料があって授業

をするかもしれない部屋があるといい。（至民には教科の部屋があった）英語

ルームや理準があってうらやましい。北部は学年指導室が使いやすい。（学年

の生徒が会議をする、自主活動室、自由に出入りできる）

無担８ ・中部は空き教室があった。ゆとりのある教室数があるといい。職員室は広め

がいい。

無担９ ・春江中には教員の休憩スペースがあった。

無担 10 ・目が届くとは→その階に行けば活動が見渡せる。距離的に自分が動ける範囲

で活動がわかる。

無担 11 ・ガラス張りで生徒の様子が見えるようになっているのは、美方、北陸、中藤

などで廊下のスペースがそうなっている。

・自転車小屋を作らないなら関係はないが、至民は体育館の下が自転車小屋で

冬になると教員の駐車スペースになっている。（大東や丸岡南も）

・45 分授業で美・技家・体はどうか。教員が慣れていかないといけないとい

うことになる。

無担 12 ・ライフデザインタイムのカリキュラムを始まってから作っていては時間が

かかる。ある程度計画を立ててやってみて修正ならいい。

無担 13 ・中部が先行してやっている。６限目に総合・総合・学活・道徳 45 分(0.9 コ

マ)を置き、+30 分で 75 分(1.6 コマ)。学年で考えている。時期によっては全
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部総合も可。週 29.1 コマで時間が確保できる。その中でプロジェクトタイム

をいれていく。マイプランニングノートで１週間の計画を立てている。

無担 14 ・キャリア教育と総合がクロスしている。学校行事に関連して集中的にするこ

とも考えて計画していく。総合の拡大版か。

無担 15 ・コンピテンシーベースで小６までにこんな力をつけましょう。中１ではどん

な資質能力かが出てこないといけない。総合は何をするかではない。コンテン

ツのような話にしか聞こえない。資質能力の部分を高校まで作るべき、そこを

決めないと教員の負担増になる。

無担 16 ・探究も中と高でおなじことをせず、探究でどういう力をつけるのかが見えて

いないと高校までつながらない。勝高はアドバイザーが入ってレベルアップ

している。勝高の方が他の高校より人がたくさん入っている。

事務局 ・小でもやっている。そのスキルが中高とつながっていかないといけない。中

部は考えていくだろう。

事務局 ・ライフデザインタイムをやることが目的ではなく、コンピテンシーベースで

どう育てていくか。勝高や小学校との接続も考えないといけない。

無担 17 ・万が一不明の備品があったらどうするといいか。新中学校へもっていかない

ものは帳簿上廃棄になるのか。

無担 18 ・図書が困るのではないか。同じ本があって並べるのか、どう管理するのか。

メディアセンターは中高共有で理科室、音楽室なども同様になる。

事務局 ・公費で買ったものは管理されているが同窓会やＰＴＡからの寄贈のものも

ある。先行している学校に聞くなどして調べたい。

事務局 ・これからの学校を作っていくのは先生方のご意見をいただきながらと考え

ている。ワーキングチーム委員に伝えていただいて意見を参考にして作って

いきたい。


